
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の事務に関する点検評価報告書 

（平成 25年度事業対象） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 9月 

大紀町教育委員会  



 

 

 

目      次 

 

 

Ⅰ 趣旨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

Ⅱ 点検・評価の対象・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

Ⅲ 点検・評価の実施方法・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

Ⅳ 平成２５年度 事業施策の成果及び執行実績・・・・・・・２ 

１ 教育総務費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

   教育委員会費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

   事務局費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

   教育振興費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

２ 小学校費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

   小学校管理費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 

３ 中学校費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

   中学校管理費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

 

４ 給食費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

   学校給食費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

 

５ 社会教育費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

   社会教育総務費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

   社会教育施設費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

   文化財保護費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 

 

６ 保健体育費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

保健体育総務費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

 保健衛生費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７ 

  



-1- 

 

Ⅰ 趣旨 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育委員会は、毎年教育行政事務

の管理及び執行状況について、点検・評価を行ない、その結果に関する報告書を議会に提

出するとともに、公表することとなっています。 

 大紀町教育委員会は、効果的な教育行政の一層の推進を図るとともに、町民の皆様への

説明責任を果たすために毎年度、教育委員会事務等の点検・評価を報告書としてまとめ公

表することと致しました。 

 

尚、どのような点検・評価を行うか、また報告書の様式、議会への報告の方法などにつ

いては、国が基準を定めるのではなく、各教育委員会がそれぞれの実情を踏まえて決定す

ることになっています。 

 

Ⅱ 点検・評価の対象 

 教育委員会が前年度に実施した施策等（事務・事業）の点検・評価を行います。 

 

Ⅲ 点検・評価の実施方法 

 点検・評価報告書については、平成 25 年度の施策等（事務・事業）について、内容、

実績等を作成するとともに、点検・評価の客観性を確保するため、各項目について自己評

価を行います。 

 《達成度の判断基準》 

     Ａ ～ 達成している（９０％～１００％） 

     Ｂ ～ ほぼ達成した（７０％～８９％） 

     Ｃ ～ やや達成していない（５１％～６９％） 

     Ｄ ～ 達成していない（５０％以下） 

 《有効性の判断基準》 

     ◎ ～ 十分な効果があり、やり方も望ましい 

     ○ ～ 効果は得られたが、やり方を工夫すればよりよくなる 

     △ ～ 期待する効果は得られなかったが、やり方は望ましい 

     × ～ 事業の見直しが必要 

  

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 27 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

て点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない。 
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Ⅳ 平成 25 年度 事業施策の成果及び執行実績 

 

教育総務費 

教育委員会費 ・・・・・・・・・・・・・１，１０１，４２５円 

（１）教育委員会一般経費・・・・・・・・・・・・・・657,650 円  

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２条の規定により設置された教育委員会の

委員の報酬及び定例・臨時教育委員会の開催に関する経費、郡・県・全国の教育委員会の

連携を図るため、負担金等の経費として支出を行った。 

又、教育委員会の開催については、定例会が８回、臨時会が１回実施し、教職員人事に

関すること、教育委員会の承認に関すること（就学援助費、区域外就学等）、補助金交付要

綱の制定（エンゼル２、高等学校等生徒通学費補助）に関すること、その他学校及び各種

行事関係等についての審議を行った。 

    教育委員長年報酬・・・・・・・150,000 円 

    教育委員（３名）報酬・・・・・390,000 円 

    普通旅費・・・・・・・・・・・ 28,650 円 

        教育委員関係負担金・・・・・・ 89,000 円 

 

（２）教育長交際費・・・・・・・・・・・・・・・・・443,775 円 

 東海大会以上（卓球、水泳、野球、柔道、サッカー、ソフトボール）参加の団体及び個

人に激励金として支出した。（１団体、２５個人）他に講師等の謝礼として支出した。 

【点検及び評価】 

 定例教育委員会議においては、各案件に対して委員による審議や情報交換を行った。突

発的な案件が生じた場合は、臨時教育委員会を開催し対応した。 

 教育委員は 5 名で構成されており、議会の同意を得て任命されており、大紀町の幅広い

分野にわたる教育行政を一体的に推進していくうえで、重要な合議制の執行機関の役割を

担っている。 

 また、会議以外にも教育委員として学校関係行事等（入学式、卒業式、文化祭、運動会、

研究発表会等）に出席し、現状把握等に努めてもらっている。 

 

評 価 

達成度 有効性 

Ｂ ◎ 
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事務局費 ・・・・・・・・・・・・・・４７，１９９，４４９円 

（１）事務局一般経費・・・・・・・・・・・・・・・47,199,449 円  

 教育委員会（教育長及び学校教育課 3 名）の人件費及び事務局経費、関係機関への負担

金、廃校となった旧３中学校の経費として支出した。主な支出項目は以下のとおりである。 

事務局員の人件費等・・・・・・33,226,745 円 

    臨時職員賃金（学校教育課）・・  1,710,677 円 

    関係機関への負担金（９機関）・  5,157,700 円 

       事務局等の維持管理費等・・・・ 7,104,327 円 

【点検及び評価】 

 関係機関への負担金のうち、「度会郡指導主事共同設置」関係については、2 名の指導主

事を郡４町で雇用している。大紀町の６小中学校における児童生徒の学力の定着と向上及

び教職員の指導力向上を目的とした学校訪問を実施した。 

 本年度は特に、全国へき地教育研究大会が三重県で実施されるに伴い、錦小学校と大紀

中学校を指定研究発表校として位置づけ、６校合わせて３２回の学校訪問を実施し、指導

助言をいただいた。 

評 価 

達成度 有効性 

Ａ ◎ 

 

教育振興費 ・・・・・・・・・・・・１４６，８７６，２２０円 

（１）外国語指導助手事業（ＡＬＴ）・・・・・・・・・7,819,835 円  

 ２名雇用し、小学校へは週１日、中学校へは週３日勤務。 

     賃金等・・・・・・・・・・・・7,287,832 円 

     渡航費・・・・・・・・・・・・  335,063 円 

     招致事業会費・・・・・・・・・ 144,000 円 

     招致事業傷害保険・・・・・・・・ 52,940 円 

【点検及び評価】 

 小学校におけるＡＬＴの活用については、新学習指導要領により小学校５・６年で週１

コマ「外国語活動」を実施しており、小学校の英語教育の重要性が高まる中、できる限り

小学校への派遣を確保することに努めた。 

 ＡＬＴとの授業で児童生徒が活き活きとしているのが、この事業の効果の表れと思って

いる。各学校へのＡＬＴの派遣は、国際的社会が進展する中、重要な施策と考える。文部

科学省は、将来的にはグローバル社会に対応するために、小学校３年生から英語教育を開

始する方針を固め、５・６年生の英語を正式教科にと考えているので、今後は、更なるＡ

ＬＴの重要性が高まってくると思われる。 

評 価 

達成度 有効性 

Ａ ◎ 
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（２）学校特別支援員事業・・・・・・・・・・・・・10,280,872 円  

 ７名雇用し、七保小へ２名、大紀小へ１名、錦小へ２名、大宮中へ２名それぞれ常駐さ

せ、特別支援学級の対象児童生徒や普通学級における学習等の要支援対象児童生徒を支援

するために配置した。 

【点検及び評価】 

 小中学校への特別支援員の配置については、各学校長との協議により、子どもたちが安

心して学校生活が送れるよう町卖独で要望のあった学校に配置した。 

 しかし、各学校とも、年々支援を要する児童生徒が増加傾向にあり、特別に支援を要す

る児童生徒にきめ細かく対応することが求められることから、特別支援員の配置について

は検討していく必要がある。 

 なお、この事業については、直接的に支援を必要とする児童生徒の対応であるが、間接

的には他の児童生徒の支援にもなっていることから有意義な事業と考える。 

評 価 

達成度 有効性 

Ｂ ◎ 

 

（３）学校図書館運営補助事業・・・・・・・・・・・・999,405 円 

 １名雇用し、小中学校６校を順番に巡回し、読書相談や授業サポート（読み聞かせ、レ

ファレンス、調べ学習等）を行っている。また、テーマを決めてのコーナー設置や子ども

たちへの本の紹介カード作成、図書購入の選定、受け入れ等の業務を行っている。学校図

書館の活性化と児童生徒の読書活動の促進を図った。 

【点検及び評価】 

 読書活動は、学力向上の土台であり、全ての教科の土台でもある。語彙力も身につき、

大変有効な事業であった。１名で各学校を巡回しているので、１校あたり月３～４回程度

であり、更なる学力の向上支援を考慮して、２名体制で臨みたいと考えている。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 

 

（４）スクールバス運行委託事業・・・・・・・・・・16,703,900 円 

 七保小学校、大宮小学校、大紀小学校、大宮中学校、大紀中学校を対象に遠距離通学者

に対してスクールバス１３台で運行し、町職員（正規５名、臨時５名）で対応できない部

分は民間委託としている。また、伊勢・松阪・尾鷲方面の高校に通学する錦地区の高校生

を対象に朝夕（土、日、祝日、春・冬季休業日以外）１便高校生バスを運行し、利便性の

向上と保護者の経済的負担の軽減を図った。 
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【点検及び評価】 

 小中学校のスクールバスについては、子どもたちが安心・安全を第一として常に教育委

員会と学校が連絡を密にしながら、登下校できるように心がけて運行した。高校生バスに

ついては、保護者の負担の軽減につながったと感じている。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（５）部活動遠征運行委託事業・・・・・・・・・・・2,965,000 円 

 中学校部活動の町外での対外試合等への遠征用として、バスを民間業者に委託して運行

した。 

【点検及び評価】 

 中学校における部活動は、教育課程外の活動であるものの、学校教育活動の一環として

中学校教育において大きな意義や役割を果たしている。保護者や地域の人々の協力などの

運営上の工夫を図りつつ、学校として、全教職員で積極的に部活動指導の充実に努めるこ

とが大切となっている。 

 こういったことから、町外への対外試合や各種大会への参加時のバス運行については、

教職員更には保護者の負担軽減に大きく貢献している。 

 

中学校学習指導要領第 1 章総則第 4 の 2 で以下のとおり規定している。 

 

 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（６）学校備品等転倒防止対策事業・・・・・・・・・1,528,759 円 

小中学校において、地震等の自然災害発生時の児童生徒の安全を確保し、被害の軽減を

図るため、三重県補助を受け、各小中学校の各教室等の棚、ロッカー、書架等の備品類の

転倒落下防止対策を実施した。（県 1/2 補助） 

【点検及び評価】 

 三重県の小中学校防災機能強化補助金を活用しての学校備品等転倒防止対策事業であ

生徒の自主性、自発的な参加により行われる部活動については、スポーツや文化及び科

学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するものであり、学校教

育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意すること。その際、地域や学校に

実情に応じ、地域の人々の協力、社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携

などの運営上の工夫を行うようにすること。 
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り、地震等の自然災害時に伴う児童生徒の安全確保ができると共に、町の財政負担の軽減

を図ることができた。今後とも、児童生徒の安全、安心を最優先して学校施設整備に努め

たい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（７）野添スクールバス停留場設置工事・・・・・・・1,507,000 円 

野添地内の小中学校スクールバス停留場は、県道上への停車による乗降であったため、

その解消を図るための工事を実施した。 

【点検及び評価】 

 児童生徒の乗降時にスクールバスが県道上への停車を回避できたことにより、児童生徒

の安全確保ができた。今後とも、児童生徒の安全、安心を最優先して学校施設整備に努め

たい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（８）バス待合所設置工事等関係・・・・・・・・・・69,725,859 円 

 待合所設置工事費 3,943,800 円、用地費 65,427,800 円、登記測量事務委託 354,259 円

については、児童等の登下校に関し、スクールバス乗降時の子どもたちの安心・安全を確

保するために、崎地内にスクールバスの停留所及び駐車場を将来的に確保する必要がある

ことから実施した。 

【点検及び評価】 

 将来的に、子どもたちが安心してスクールバスを利用できる場所が確保できたことは大

きいと考えている。今後とも、子どもたちの安心・安全を最優先して環境整備に努めたい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（９）理科教育等備品購入事業（繰越明許費）・・・・・3,628,679 円 

 小中学校における理科等教育設備の整備が進んでいない現状を踏まえ、理科等教育の振

興を図るため、各学校の要望に基づき、整備を行った。（国 1/2 補助） 

【点検及び評価】 

 新学習指導要領に沿った観察・実験器具の整備が充実できた。平成 24 年度の学力テス

トの結果からも観察・実験を通じて思考力、判断力、表現力等を育成することが急務であ
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ることが指摘されており、今回の事業においては、各学校の要望どおり購入できたので、

かなりの効果を期待している。今後も補助を活用しながら、継続していきたいと考えてい

る。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

  

（10）学校間交流事業・・・・・・・・・・・・・・・・91,578 円 

町内小学５年生が集い合い、同学年同士の交流を図るとともに、地域の人たちと触れ合

いながら、陶芸体験やレクリエーションを楽しんだ。児童の参加は６４名で、陶芸は柏陶

会の皆さんの指導のもとで作成に取り組んだ。 

【点検及び評価】 

 七保・大宮小学校は大宮中学校へ、大紀・錦小学校は大紀中学校へそれぞれ通うことを

念頭においての事業であり、各小学校が持ち回りで実施している。 

各小学校の枠を超えた班での活動を通して、大いにふれあいができた。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 

 

（11）開かれた学校づくり推進事業・・・・・・・・・・600,000 円 

小中学校における人権学習を肯定的に受け止める家庭や地域の基盤づくり及び、子ども

と保護者、地域住民等が共に活動することで、人権尊重の意識の拡大を目的として、大宮

中学校区、大紀中学校区それぞれで活動している。構成については、校区内の学校、保育

園、保護者、地区住民、民生児童委員、人権擁護委員、教育委員会の各代表者となってい

る。組織としては、大宮中学校区人権教育推進協議会と大紀中学校区人権教育推進協議会

という名称である。 

【点検及び評価】 

 目的を達成するために、各学校において、人権教育の研究・実践の交流を実施したり、

講演会や研修会などを開催している。この取り組みにおいては、協議会の委員、保育園、

小・中学校の教職員が積極的に活動し、情報を発信していくことで、地域の理解や協力が

得られたり、人と人との出会いやつながりが深められた。各委員が学校の現状や取組みを

知り、課題意識を共有しながら、人権講演会を中心的な活動に位置づけて取組みを進めて

こられたことは、相互の連携協力が一層促進されたことと考える。今後も、学校の取組み

等の情報を発信しながら、家庭や地域に支えられた開かれた学校づくりを推進したい。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 
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（12）大紀町「子ども人権フォーラム」・・・・・・・・150,000 円 

児童・生徒と教職員が、主体的に自らの学習や体験を語り合う「出会い・気づき」の場

を創り、差別をなくそうとする生き方や人権を尊重しようとする生き方を共に高め合い、

主体的に実践行動ができる児童生徒の育成を目指すことを目的に毎年 12 月上旬に、小学

生の部及び中学生の部で行っている。本年度は 12 月 9 日（月）に実施した。 

小学校：6 年生、中学校：2 年生 

【点検及び評価】 

 目的を達成するために、校長会代表、教頭会代表、小中学校教職員代表、教育委員会事

務局等によって、「子ども人権フォーラム実行委員会」を組織し、フォーラムの企画運営

を行った。実行委員会はフォーラムの内容を充実させるため、「仲間づくり」等に関する

教職員研修を実施した。 

対象は、小学６年生と中学２年生であり、全対象者に人権作文を書かせ、知識だけでな

く、生活や経験に基づいているか。自分の生活を深く見つめているか。等々を基準として、

各学校各クラスから１名を選考して、当日、小学校の部と中学校の部で発表した。代表の

発表に対して、児童生徒全員で意見交換会を実施し、差別をなくそうとする生き方、人権

を尊重しようとする生き方を共に高め合った。各学校については、フォーラムで得たもの

を学校に持ち帰り、その後の取組みに活かす場ともなった。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（13）高等学校等生徒通学費等助成事業・・・・・・ 3,121,000 円 

「子育て支援」の一環として、保護者の教育に係る経済的負担の軽減を図るため、高等

学校・高等専門学校・特別支援学校高等部、専修学校高等課程に通う生徒の 1 年間の通学

費（10,000 円～30,000 円）、下宿費（一律 20,000 円）の一部を補助した。 

助成人数：148 名（申請者 151 名、内 3 名は対象外） 

【点検及び評価】 

 通学費等助成について、通学者については定期乗車券購入者、下宿者については、下宿

に伴う費用が分かる領収書等と定めた上で、世帯の町税等を完納していることを条件とし

て助成を行った。保護者の経済的負担の軽減につながっているため、大切な事業である。 

 今年度からの新事業であり、対象者への告知は広報「たいき」、CATV 文字放送等で実

施したが、対象総数 237 名に対し 151 名の申請であった。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 
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（14）就学援助、就学奨励費援助事業・・・・・・・・3,668,278 円 

小中学校に在籍する児童生徒で経済的な理由により就学困難と認められる児童生徒の保

護者に対して、学用品費、給食費、修学旅行費、通学用品費、校外活動費、新入学児童生

徒学用品費等の就学援助費を、また、特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者には、同

内容のものを就学奨励費として各々支給した。 

尚、以下の場合は無条件で認定となるが、その他の理由で経済的な理由から就学が困難

と認められる者については、各学校長及び地域内の民生委員の意見をつけて申請していた

だき、最終的には教育委員会に図り決定している。 

支給人数 就学援助費：小学生（20 名）、中学生（28 名） 

支給人数 就学奨励費：小学生（４名）、中学生（４名） 

（認定条件） 

生活保護法に基づく保護の停止又は廃止。 

町民税の非課税又は減免。 

国民年金の掛金の免除。 

国民健康保険の保険税の減免。 

児童扶養手当の支給。 

【点検及び評価】 

 経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対し必要な援助を行い、憲法、教

育基本法に定める教育の機会均等の趣旨に沿った施策であり、成果向上に大きく貢献する

施策である。本年度から段階的に引き下げられる生活保護の基準額と連動しているが、町

においては、子どもたちが安心して学校生活を送れるよう変更なく支給したいと考えてい

る。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（15）その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24,086,055 円 

臨時職員の社会保険料及び教職員住宅の維持費、スクールバス・公用車の維持管理費を

支出した。 

 

 

 

小学校費 

小学校管理費 ・・・・・・・・・・・・６８，９８６，３０２円 

（１）小学校管理一般経費・・・・・・・・・・・・ 61,735,372 円 

小学校関連の人件費及び４小学校の安心・安全な運営に必要な経費、日常的な経費や法
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令に基づく定期検査等の施設維持管理経費を支出した。主な支出項目は以下のとおりであ

る。 

運転手の人件費・・・・・・・・ 22,567,429 円 

臨時職員賃金（用務員・運転手）・ 6,481,900 円 

教材等消耗品費・・・・・・・・・7,378,798 円 

    施設等修繕料・・・・・・・・・・5,879,388 円 

    高所窓ガラス及び樋清掃・・・・ ・ 147,000 円（七保・大宮小） 

      高木剪定・・・・・・・・・・・・・150,000 円（大紀小） 

    白蟻駆除・・・・・・・・・・・・・500,000 円（大紀小） 

  光熱水費・・・・・・・・・・・ 13,072,884 円 

  通信運搬費・・・・・・・・・・・・958,874 円 

  し尿浄化槽関係費・・・・・・・・1,056,661 円 

  リフト保守点検・・・・・・・・・・306,600 円（七保・大宮・錦） 

  遊具保守点検・・・・・・・・・・・163,800 円 

  警備保障業務・・・・・・・・・・・753,480 円 

  電気保安管理業務・・・・・・・・・856,800 円 

  消防施設等点検業務・・・・・・・1,016,085 円 

  プールろ過機保守点検・・・・・・・163,800 円（七保・大宮・錦小） 

  高架水槽受水槽保守点検・・・・・･ 281,873 円 

【点検及び評価】 

小学校の施設管理のため、修繕料は各学校に配分し、児童の安全対策を講じた。浄化槽、

電気設備、消防施設などの点検委託を行い、施設維持を行った。安心・安全な教育環境の

維持管理には欠かせない事業である。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（２）大紀小学校進入路整備工事・・・・・・・・・・1,032,150 円 

大内山川の氾濫に伴う土砂等の流入防止に伴う嵩上げと安全対策として転落防止柵を設

置した。 

【点検及び評価】 

 大内山川沿いの嵩上げ及び転落防止柵を設置したことにより、更なる児童の安全対策が

講じれた。今後とも、児童生徒の安全、安心を最優先して学校施設整備に努めたい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 
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（３）小学校備品購入事業・・・・・・・・・・・・・2,143,450 円 

小学校の授業や教育活動で使用する教材にかかる備品を購入した。 

【点検及び評価】 

 備品については毎年、学校からの要望に優先順位に従い、各学校が同じ環境で教科指導

等ができるように配慮して購入した。今後も、児童の学力が向上する一助として、要望に

応じ購入に努めたい。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 

 

（４）小学校災害共済事業・・・・・・・・・・・・・・334,720 円 

授業中や課外指導中、休憩時間、登下校等の学校管理下で起きた「けが」等に対し、保

護者に対して給付金（災害共済給付）が支払われる制度で、町は全児童分の掛金を「日本

スポーツ振興センター」へ支払いしている。平成 25 年度の給付金 47,765 円 

【点検及び評価】 

 けが等の医療費の給付金のほかに、障害、死亡見舞金も支払われる制度であり、児童た

ちが学校生活をする上で、有効な制度である。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（５）児童修学旅行・社会見学補助事業・・・・・・・1,369,000 円 

6 年生の修学旅行に対し、1 人あたり 9,000 円の補助を、また、全児童の社会見学に対

し、1 人あたり 2,000 円の補助を支出している。 

修学旅行 693,000 円（77 人分）、社会見学 676,000 円（338 人分） 

【点検及び評価】 

 保護者の負担軽減に大変有効であり、継続して補助を実施して行きたい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（６）児童保安帽購入費補助事業・・・・・・・・・・・・47,000 円 

新 1 年生に対し、通学用ヘルメットの購入費を 1 人あたり 1,000 円の補助を行った。 

補助人数・・・47 人分 
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【点検及び評価】 

 保護者の負担軽減に大変有効であり、かつ、児童の安全確保が図れるので、今後も、継

続して補助を実施して行きたい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（７）その他・・・・・・・・・・・・2,324,610 円 

小学校に関係する教育団体等への負担金等を支出した。 

 

 

 

中学校費 

中学校管理費 ・・・・・・・・・・・・４１，２０７，７９２円 

（１）中学校管理一般経費・・・・・・・・・・・34,234,322 円 

２中学校の安心・安全な運営に必要な経費及び日常的な経費や法令に基づく定期検査等

の施設維持管理経費を支出した。主な支出項目は以下のとおりである。 

運転手・用務員の人件費・・・・ 14,854,574 円 

    臨時職員賃金（運転手）・・・・・ 5,393,305 円 

    教材等消耗品費・・・・・・・・・4,449,260 円 

    施設等修繕料・・・・・・・・・・1,584,348 円 

     高木剪定・・・・・・・・・・・・・150,000 円（大紀中） 

    光熱水費・・・・・・・・・・・・5,354,044 円 

    通信運搬費・・・・・・・・・・・・657,884 円 

    し尿浄化槽関係費・・・・・・・・・272,240 円 

    リフト保守点検・・・・・・・・・・ 29,400 円 

    警備保障業務・・・・・・・・・・・275,940 円 

    電気保安管理業務・・・・・・・・・369,180 円 

    消防施設等点検業務・・・・・・・・464,625 円 

    高架水槽受水槽保守点検・・・・・・153,772 円 

    ボイラー点検・・・・・・・・・・・225,750 円（大宮中） 

【点検及び評価】 

中学校の施設管理のため、修繕料は各学校に配分し、生徒の安全対策を講じた。浄化槽、

電気設備、消防施設などの点検委託を行い、施設維持を行った。安心・安全な教育環境の

維持管理には欠かせない事業である。 
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評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

（２）中学校備品購入事業・・・・・・・・・・・・・1,424,010 円 

中学校の授業や教育活動で使用する教材にかかる備品を購入した。 

【点検及び評価】 

 備品については毎年、学校からの要望に優先順位に従い、各学校が同じ環境で教科指導

等ができるように配慮して購入した。今後も、生徒の学力が向上する一助として、要望に

応じ購入に努めたい。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 

 

（３）中学校災害共済事業・・・・・・・・・・・・・・207,235 円 

授業中や課外指導中、休憩時間、登下校等の学校管理下で起きた「けが」等に対し、保

護者に対して給付金（災害共済給付）が支払われる制度で、町は全生徒分の掛金を「日本

スポーツ振興センター」へ支払いしている。 

平成 25 年度の給付金 78,154 円 

【点検及び評価】 

 けが等の医療費の給付金のほかに、障害、死亡見舞金も支払われる制度であり、生徒た

ちが学校生活をする上で、有効な制度である。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（４）生徒修学旅行・社会見学補助事業・・・・・・・2,520,000 円 

3 年生の修学旅行に対し、1 人あたり 21,000 円の補助を、また、全生徒の社会見学に対

し、1 人あたり 3,000 円の補助を支出している。 

修学旅行 1,869,000 円（89 人分）、社会見学 651,000 円（217 人分） 

【点検及び評価】 

  保護者の負担軽減に大変有効であり、今後も、継続して補助を実施して行きたい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 
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（５）生徒保安帽購入費補助事業・・・・・・・・・・・30,000 円 

新 1 年生に対し、通学用ヘルメットの購入費を 1 人あたり 1,000 円の補助を行った。 

補助人数・・・30 人分 

【点検及び評価】 

 保護者の負担軽減に大変有効であり、かつ、生徒の安全確保が図れるので、今後も、継

続して補助を実施して行きたい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（６）中学校部活動補助事業・・・・・・・・・・・・・600,000 円 

野球、卓球、ソフトテニス等の部活動に対して、大会参加費、部活動諸道具代等の経費

の一部を 1 部活あたり 40,000 円の補助を実施。 

大宮中 360,000 円（9 部活）、大紀中 240,000 円（6 部活） 

【点検及び評価】 

 部活動を円滑にし、しかも効果的に推進するため、各校における部活動の活動に伴う運

営費を補助した。保護者の負担軽減にもなり、大変有効である。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（７）その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,192,225 円 

中学校に関係する教育団体等への負担金等を支出した。 

 

 

 

給食費 

学校給食費 ・・・・・・・・・・・・・５７，６９７，７３９円 

（１）学校給食管理一般経費・・・・・・・・・・・・47,646,784 円 

給食については、自校方式（大宮中のみ大宮小から運搬）で実施している。給食の安心・

安全な運営に必要な経費及び日常的な経費や法令に基づく定期検査等の施設維持管理経費

を支出した。主な支出項目は以下のとおりである。 

調理員の人件費・・・・・・・・ 27,977,285 円 

    臨時職員賃金（調理員）・・・・・12,430,326 円 
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消耗品関係費・・・・・・・・・・3,360,030 円 

施設等修繕料・・・・・・・・・・1,141,145 円 

パン搬送費・・・・・・・・・・・・ 67,554 円（大紀・錦小、大紀中） 

し尿浄化槽関係費・・・・・・・・・142,360 円（錦小） 

ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ浄化ｼｽﾃﾑ業務・・・・・・881,684 円 

害虫駆除業務・・・・・・・・・・・928,200 円 

換気扇清掃業務・・・・・・・・・・151,200 円（七保・大宮小） 

警備保障業務・・・・・・・・   ・ 567,000 円（大紀.・錦小、大紀中） 

【点検及び評価】 

給食施設管理のため、修繕料は各学校に配分し、給食の安全対策を講じた。食の安全・

安心には欠かせない事業である。給食については、子どもたちが地元で採れる産物や旬の

食べ物について知ることができる教材として、地産地消をより多く取り入れ、地域を巻き

込んだ食育に繋げて行きたい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（２）給食備品購入事業・・・・・・・・・・・・・・・608,675 円 

給食で使用する運搬車等の備品を購入した。 

【点検及び評価】 

 備品については毎年、学校からの要望に優先順位に従い、各学校の給食運営がスムーズ

に運用できるよう配慮して購入した。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 

 

（３）給食費補助事業・・・・・・・・・・・・・・ 9,421,500 円 

「子育て支援」の一環として、保護者の給食に係る経済的負担の軽減を図るため、1 人

あたり 1 ヶ月 1,500 円の給食助成をした。助成人数：573 名 

【点検及び評価】 

 給食費については、1 ヶ月、小学 1～2 年生が 4,100 円、3～4 年生が 4,200 円、5～6 年

生が 4,300 円、中学生が 4,600 円であるが、1 ヶ月 1,500 円の助成により、保護者の経済

的負担の軽減が図れた。「子育て支援」の一環としての大切な事業であるので、継続事業

としたい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 
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（４）その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,780 円 

給食職員関係の旅費を支出した。 

 

 

 

社会教育費 

社会教育総務費 ・・・・・・・・・・・３６，２１８，１３５円 

（１）社会教育委員経費・・・・・・・・・・・・・・146,000 円 

 社会教育委員は、「社会教育法」に規定され、社会教育に関して教育委員会に助言をす

る役割を果たしています。社会教育委員は、学校教育関係者や社会教育関係者、学識経験

者、家庭教育の向上に資する活動を行う方々に委嘱され、地域において社会教育に優れた

知見を有する人々の知識を社会教育行政に反映させていくことが期待されています。社会

教育委員の定数は 10人以内となっており、25年度においては、9人で構成され、年 2回の

会議を開催した。任期は 2年となっている。 

社会教育委員報酬・・・・・・・120,000 円 

社会教育員費用弁償・・・・・・ 26,000 円 

 

（２）地区公民館活動事業費・・・・・・・・・・・・2,251,000 円 

 町内には、七保・滝原・阿曽・柏崎・錦・大内山各 6 公民館があり、それぞれ館長、主

事が主体となって事業を実施している。各地区の公民館活動の実績については以下のとお

りである。 

公民館名 講座名 参加人数（延） 

七保公民館 

点訳教室 110 名 

木工教室 65 名 

グラウンドゴルフ教室 140 名 

しめ縄作り教室（短期） 28 名 

滝原公民館 
パソコン教室 102 名 

昔話の会（古文書） 63 名 

阿曽公民館 

俳句教室 103 名 

社交ダンス教室 72 名 

木目込人形教室（短期） 33 名 

柏崎公民館 
水墨画教室 41 名 

手話教室 82 名 
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着付教室 50 名 

NOSS 65 名 

錦公民館 

やさしい茶の湯教室 100 名 

やさしい書道教室 78 名 

手芸教室 106 名 

大内山公民館 
NOSS 87 名 

刃物研ぎ教室 62 名 

公民館長・主事報酬・・・・・・・1,152,000 円 

公民館講座講師謝金・・・・・・・1,099,000 円 

【点検及び評価】 

 公民館における生涯学習講座については、館長・主事が企画立案から募集まで担い、各

地域のニーズにあった講座を開設してもらっている。今後も、より多くの世代の方が参加

してもらえる魅力ある講座を企画していただくとともに、受益者負担の原則に基づき、自

主運営を考えつつ、文化協会への移行も考慮すべきだと考える。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（３）家庭教育事業（親子料理教室）・・・・・・・・・・20,000 円 

 食改善推進協議会の指導のもと、小学生親子を対象に食育を兼ねた「親子わくわくクッ

キング」を 8 月 2、3 日に開催し、19 組・43 名の参加があった。 

【点検及び評価】 

 児童が正しい料理と栄養の知識を身につけるとともに、調理の楽しさを味わい、親子の

コミュニケーションを図る目的で、毎年、夏休み期間中に開催している。参加者は目標（60

人）よりやや尐なかったが、親と子の更なるふれあいのため、今後も継続して実施したい。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 

 

（４）子ども読書活動推進事業・・・・・・・・・・・・270,000 円 

 読み聞かせによって読書活動への興味関心を高めることを目的として、小学生を対象に

「読み聞かせ等講演会」を、保育園児と保護者を対象に「読み遊び＆講演会」をそれぞれ

開催した。 

（小学校実施日）1 月 23 日（七保小学校）、2 月 1 日（大宮小学校） 

（保育園実施日）9 月 19 日（大宮保育園）、11 月 21 日（大内山・錦あおぞら保育園）、 

1 月 31 日（柏崎わかば保育園）、2 月 4 日（ななほ保育園） 

小学校……みやがわ書店・橋村孝子 
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保育園……特定非営利活動法人 ほがらか絵本畑 理事長 三浦伸也 

 

【点検及び評価】 

 小学校においては、トークで全体の雰囲気をまとめつつ、絵本以外にも、オリジナルな

話で子どもたちをお話の世界に引き込んでいた。保育園では、その場で読む絵本を選ぶ「絵

本ライブ」で、会場は、常に爆笑の渦になっていた。見ている保護者も一体感の中で楽し

んで聞き入っていた。 

子どもの読書活動は、美しい日本語を学び、想像力を高め、主体的に生きていくために、

欠くことのできないものと考え、今後も継続して実施したい。 

 大紀小学校と錦小学校は日程の都合で実施できなかったことが残念である。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 

 

（５）成人式開催事業・・・・・・・・・・・・・・・・505,975 円 

 20 歳になった新成人が豊かな感情や創造性を持ち、まちづくりの重要な担い手として、

さらには、将来の社会を支える一員として、自らも自立し、そのための責任を自覚する機

会を提供する場として、1 月 2 日に、大紀町コンベンションホールで成人式を開催した。

対象は平成 5 年 4 月 2 日から平成 6 年 4 月 1 日生まれで、対象者は 95 名で、当日は 80

名の参加があった。また、来賓として、町長をはじめ、町議会議員、各地区代表（区、町

内会、自治会）、教育委員、各学校長の皆様方に出席を賜った。 

記念品代（図書カード、記念写真）・・451,450 円 

会場設営費等（消耗品等）・・・・・・ 54,525 円 

【点検及び評価】 

 成人式については、故郷への帰省時に開催したことにより、84.2％の参加を得ることが

できた。式典前後においては、懐かしい友達等との話が弾み、活気に溢れていた。また、

成人式に関しては、毎年、「成人式実行委員会」が組織され、式典の進行も自らが行い、

20 歳と言う節目になる大切な事業といえる。 

評 価 

達成度 有効性 

Ａ ◎ 

 

（６）文化協会活動事業・・・・・・・・・・・・・・2,300,000 円 

 本会は、地域社会の文化振興と、自主的な生涯学習の助長を図り、文化の香り高い、豊

かで住みよいまちづくりに寄与することを目的とし、太鼓、舞踊、茶道、絵画、俳句、書

道等 70 団体・845 名が自主的に活動を行っている。主な活動として、文化祭等の文化事

業の企画運営、文化団体への育成及び文化活動への支援、文化向上のための研修会・講習
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会・講演会の開催、文化活動を通じての福祉への貢献等の事業を行っている。 

 

平成 25 年度の主な事業 

実施日 事業名 参加者等 場所等 

25. 6.23 通常総会 65 名 コンベンション 

25.10.27 芸能発表会 26 サークル コンベンション 

25.11.2,3 作品展 197 点 コンベンション 

25.11.12 役員研修会 15 名 
斎宮歴史博物館 

松阪市文化財センター 

26. 3. 7 研修会 203 名 三保の松原等 

26.3.20 映画鑑賞会 150 名 コンベンションホール 

役員会及び理事会等……9 回実施 

【点検及び評価】 

 大紀町文化協会に補助金を交付し、町民自らが参加する芸能文化活動の振興を支援する

とともに、地域芸能等の創造と振興を図ることができた。また、自主サークル活動のみで

なく、普段の活動の成果を披露する「芸能発表会」や「作品展」を開催するなど、文化に

対する意識や意欲の向上と豊かな情操・郷土愛を育むことができたと思う。今後も文化協

会との連携を密にしながら、町民の生きがい対策等も含め、継続的に進めて生きたいと考

えている。 

評 価 

達成度 有効性 

Ａ ◎ 

 

（７）青尐年育成町民会議事業・・・・・・・・・・・1,000,000 円 

 この会議は、青尐年のもつ重要性を深く認識し、関係機関との緊密な連携を図りながら、

住民の協力を得て町民総ぐるみで青尐年の健全育成を推進することを目的としている。主

な活動は、明るい健康な家庭づくりを進めるための活動や青尐年の非行及び事故防止のた

めの活動、社会環境の浄化を図るための活動等を行っている。活動に関しては、「環境非行

防止部会」「啓発活動部会：「教育活動部会」の 3 部会で構成されている。 

平成 25 年度の主な活動 

実施日 事業名 参加者等 場所等 

25. 6.27 総会 62 名 コンベンション 

25. 8.11 ふれあい鮎つかみ大会 220 名 藤川上流 

25. 8.22 夏季非行防止パトロール 30 名 大紀町全域 

25.12.22 みんなでﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 147 名 コンベンション 

26. 3.16 作って飛ばして！手作り飛行機 86 名 コンベンション 

26. 3.27 旧町村啓発看板確認作業 19 箇所 町内 

※各部会等の会議……10 回実施 
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【点検及び評価】 

 大紀町育成町民会議に補助金を交付し、地域の各種団体の方々のご協力をいただき、3

部会により地域における青尐年の健全な育成事業と親と子どものふれあい事業を実施し

ていただいた。現在のところ、町内では非行問題は発生ししていませんが、今後も、地域

の皆様方のご支援をいただきながら、青尐年を見守る活動等を大切にしていきたい。 

評 価 

達成度 有効性 

Ａ ◎ 

 

（８）婦人会活動事業・・・・・・・・・・・・・・・1,000,000 円 

 この活動は、町内各 6 支部の婦人会及び婦人会員相互の綿密な連絡、強調と親睦を図り、

諸行事の実施を通じて、地域が必要とする人間形成及び婦人の地位向上に努めている。各

支部においては、地元の行事に参加したり、公共施設等の花づくり等を行っている。平成

22 年度からの「大紀ふれあいまつり」には毎年、大紀町婦人会として出店等で協力をいた

だいている。また、年 1 回の合同行事では、各支部との親睦を兼ね、岐阜県方面に研修会

に出向いた。（参加者 34 名） 

平成 25 年度 各支部組織名 

婦人会名 構成員 地域 

三瀬川婦人会 21 名 三瀬川地区 

さとの会 30 名 滝原里地区 

阿曽婦人会 53 名 阿曽地区 

柏崎婦人会 24 名 柏崎地区 

錦婦人会 64 名 錦地区 

大内山婦人会 10 名 大内山地区 

合計 202 名  

【点検及び評価】 

 大紀町婦人会に補助金を交付し、その中から各地区の婦人会に活動費を交付している。

地域で行われている各種行事等への参加協力により、活性化が図られ、活動が盛んになれ

ば地域全体が活気に満ちてくるといった相乗効果を生み出す団体が地域婦人会である。今

後も組織強化と活動を支援していきたいと考えている。ただ、七保地区においては組織が

ないため、七保地区各区長及び既存の婦人会の協力を得て、組織化に向けて努力する必要

がある。 

評 価 

達成度 有効性 

Ｂ ◎ 

 

（９）青年会活動事業・・・・・・・・・・・・・・・・300,000 円 
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 青年会は、町内で唯一「阿曽青年団」と「錦青年団」の２団体が活動をしている。活動

としては、卖体で地元の夏祭りへの参加や福祉施設への慰問等を行い、地域の盛り上げを

図ってもらっている。ただ、町青年会としての行事は実施していないのが現状である。 

【点検及び評価】 

 町内２団体で構成されている「大紀町青年会」に補助金を交付し、各地元の祭り等に参

加し、他団体との「協働、協力」のもと、大きな役割を担っていると考える。しかし、町

青年会としての活動はなく、組織的に弱体傾向にあるのは事実である。本来、青年会は若

人が社会性に目覚め、地域の課題を考え始める上で重要な役割を果たしているのではない

だろうか。今後は、青年会の運営方法・必要性等を検証し、そのあり方について一考すべ

き時期に来ていると思う。 

評 価 

達成度 有効性 

Ｂ ○ 

 

（10）子ども会活動事業・・・・・・・・・・・・・・・350,000 円 

 子ども会組織は、旧大宮町内の 8 団体・100 名（下表）で構成されており、活動につい

ては、各子ども会で、地元の祭りへの参加や廃品回収、地元消防団との夜回り等を実施し

ている。「大宮子ども会連絡協議会」として、町民会議主催の「ふれあい鮎つかみ大会」に

共催している。 

平成 25 年度 各子ども会組織名 

子ども会名 構成員 地域 

竹の子子ども会 5 名 黒坂地区 

ぎんなん子ども会 13 名 野原地区 

野添子ども会 9 名 野添地区 

山の子子ども会 17 名 永会（古里）地区 

里子ども会 18 名 滝原（里・船木・三瀬川）地区 

頓登いずみ子ども会 7 名 滝原（頓登）地区 

なかよし子ども会 18 名 滝原（出谷・中村・長者野）地区 

杉の子子ども会 13 名 阿曽地区 

合計 100 名  

【点検及び評価】 

 地域の子ども会組織は、合併以前の旧大宮町で活動していた団体のみが活動を行ってい

る。子ども会は、学校とは又違った環境で、地域の中で異年齢の子どもたちがさまざまな

活動を通じて行動することにより、子どもの社会的成長の糧となる活動です。例えば、子

ども会での異年齢での活動は、協調性やリーダーシップを、地域活動では郷土愛が、奉仕

活動により公共性が、また、創作活動により創造性が育まれるなど、さまざまな活動によ

る効果が期待されているところです。尐子化現象に伴い、年々子どもたちの人数が減尐し

ている中、地域にはなくてはならない子ども会が継続して活動できるよう今後も支援をし
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ていきたい。 町全体から検証すると、大宮地区のみなので、他地区も組織化できるよう

に根気よく呼びかけていきたい。 

評 価 

達成度 有効性 

Ｂ ◎ 

 

（11）その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28,075,160 円 

生涯学習課職員の人件費及び、社会教育団体等への支出をした。 

 

社会教育施設費 ・・・・・・・・・・・・ ９，２０８，３２７円 

（１）社会教育施設管理一般経費・・・・・・・・・・7,591,020 円 

各公民館、コンベンションホール、郷土資料館等の安心・安全な運営に必要な経費及び

日常的な経費や法令に基づく定期検査等の施設維持管理経費を支出した。主な支出項目は

以下のとおりである。 

施設等修繕料・・・・・・・・222,690 円（滝公、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ） 

    光熱水費・・・・・・・・・4,066,862 円（全施設） 

    通信運搬費（電話）・・・・・・40,336 円（資料館） 

    し尿浄化槽関係費・・・・・・322,560 円（滝公、阿公、資料館） 

    警備保障業務・・・・・・・・371,196 円（資料館、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ） 

    電気保安管理業務・・・・・・139,671 円（ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ） 

    消防施設等点検業務・・・・・338,415 円（中央公含） 

    空調設備維管理業務・・・・・420,000 円（ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ） 

    施設管理等業務・・・・・・・480,000 円（ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ） 

    施設運営管理費・・・・・・・884,433 円（資料館） 

    施設清掃業務・・・・・・・・304,857 円（資料館、ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ） 

【点検及び評価】 

各社会施設運営管理のためもので、浄化槽、電気設備、消防施設などの点検委託を行い、

施設維持を行った。安心・安全な生涯教育環境の維持管理には欠かせない事業である。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（２）柏崎コミュニティセンター駅前会館耐震補強計画策定業務・1,186,500 円 

 耐震補強工事を実施するにあたっての計画を策定する。 

 

（３）その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・430,807 円 
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社会教育施設の備品等、諸経費を支出した。 

文化財保護費・・・・・・・・・・・・・・・  ５４８，５２２円 

（１）文化財調査委員経費・・・・・・・・・・・・・・・70,000 円 

文化財調査委員は、教育委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用等に関する事項

を調査研究し、必要と認める事項については、意見を答申するものとすることとなってい

る。文化財調査委員は 12名で、年 2回の会議を 5月 31日と 9月 29日に研修を兼ねて開催

した。 

5 月 31 日  松阪市文化財センター、粥見井尻遺跡 

9 月 29 日  大紀町商工会主催の「時空を超えて今蘇る大紀町の至宝！」に参加 

 

（２）町指定文化財管理業務・・・・・・・・・・・・・155,000 円 

 町指定されている下記の文化財を各区に委託して管理してもらっている。 

文化財名 委託額 委託先 

樋ノ谷遺跡 50,000 円 樋ノ谷遺跡保存会（神原区） 

石灰華遺跡 30,000 円 阿曽区 

中組常夜燈 25,000 円 間弓区（大内山） 

但馬守遺跡 25,000 円 川口区（大内山） 

地蔵尊（子安地蔵） 25,000 円 米ヶ谷区（大内山） 

 

（３）大紀町無形文化財野原大神楽保存会活動事業・・・250,000 円 

 町指定無形文化財の保護を目的に、地域の民俗芸能として伝統文化活動を後継者に継承

されるよう育成指導し、地域活性化のための活動経費として補助している。 

【点検及び評価】 

文化財の保護、啓発については、関係機関と連携を深めながら、文化財保護の意識を高

めるためにも、広報「たいき」等を活用した情報発信を積極的に行う必要がある。各地区

の文化財保護については、それぞれの区等に委託し、保存伝承に有効に活用されている。

伝統芸能の継承と後継者育成への支援については、「大紀町無形文化財野原大神楽保存会」

が地域の子どもたちを対象に指導を行い、継承に努めている。今後は、地域の文化財を積

極的に広報するとともに、地域の宝である文化財、伝統芸能については、引き続き支援を

行っていく。 

評 価 

達成度 有効性 

Ｂ ◎ 

 

（４）その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・73,522 円 



-24- 

 

埋蔵文化財発掘調査費用や文化財修繕等の支出をした。 

保健体育費 

保健体育総務費 ・・・・・・・・・・・２１，８３９，８１７円 

（１）保健体育施設管理一般経費・・・・・・・・・15,867,157 円 

地域交流センター、B&G 海洋センター温水プール、B&G 海洋センター体育館、旧錦中

テニスコート、旧大内山中グラウンドに必要な経費及び日常的な経費や法令に基づく定期

検査等の施設維持管理経費を支出した。主な支出項目は以下のとおりである。 

施設等修繕料・・・・・・・・403,442 円（B&G ﾌﾟｰﾙ、体育館等） 

    光熱水費・・・・・・・・・ 4,105,074 円 

    施設等消耗品費・・・・・・ 1,755,056 円 

    燃料費・・・・・・・・・・ 5,227,024 円（Ｂ＆Ｇﾌﾟｰﾙ） 

    通信運搬費（電話）・・・・・・ 32,978 円（B&G ﾌﾟｰﾙ） 

し尿浄化槽関係費・・・・・・ 412,610 円（B&G ﾌﾟｰﾙ、体育館、交流ｾﾝﾀｰ） 

電気保安管理業務・・・・・・ 198,450 円（B&G ﾌﾟｰﾙ、体育館、交流ｾﾝﾀｰ） 

消防施設等点検業務・・・・・ 184,800 円（B&G ﾌﾟｰﾙ、体育館、交流ｾﾝﾀｰ） 

ボイラー、ろ過機点検業務・・ 320,250 円（B&G ﾌﾟｰﾙ） 

受水槽清掃点検業務・・・・・・39,900 円（交流ｾﾝﾀｰ） 

清掃業務・・・・・・・・・・ 131,250 円（B&G ﾌﾟｰﾙ） 

施設運営管理費・・・・・・ 3,056,323 円（B&G ﾌﾟｰﾙ） 

B&G 海洋ｾﾝﾀｰ利用者・11,414 人（町内：8,287 人、町外：3,127 人） 

【点検及び評価】 

各保健体育施設運営管理のためもので、浄化槽、電気設備、消防施設などの点検委託を

行い、施設維持を行った。安心・安全な保健体育教育環境の維持管理には欠かせない事業

である。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（２）スポーツ推進委員経費・・・・・・・・・・・・・84,000 円 

スポーツ推進委員は、教育委員会が委嘱し、住民のスポーツ活動の促進のための組織の

育成と教育機関等が行うスポーツの行事又は事業に関して協力することとなっており、15

名の委員を委嘱している。本年度は、子ども水泳教室、体力テスト、ジョギング大会に協

力要請を行った。主な活動は以下のとおりである。 

5 月 30 日  スポーツ推進委員会議（6 名） 

7 月  6 日    三重県スポーツ推進委員研修会（2 名） 

7 月 30 日  子ども水泳教室参加（1 名） 
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10 月 29 日  スポーツ推進委員会議（6 名） 

11 月  3 日    ジョギング大会参加（8 名） 

11 月 17 日  单勢志摩スポーツ推進委員研修会（1 名） 

 

（３）「子ども水泳教室」「健康づくり・水泳教室」事業・・・・・135,000 円 

「子ども水泳教室」は小学生 1・2 年の泳げない子を対象として、7 月 23・25・30・31

日、8 月 6 日の 5 日間、大宮小学校ﾌﾟｰﾙ（11 名）と B&G ﾌﾟｰﾙ（10 名）で実施した。「健

康づくり・水泳教室」は健康づくりを主として 18 歳以上の方を対象に B&G ﾌﾟｰﾙで、10

月 29 日から 11 月 26 日の間 8 回実施し、10 名の参加があった。 

 

（４）ジョギング大会事業・・・・・・・・・・・・・・327,284 円 

ジョギング大会は、11 月 3 日に大宮中学校グラウンドで行われ、小学校 1・2 年の部、

3・4 年及び 5・6 年各男女の部、中学生男女の部、一般男女の部の 9 部門で実施した。こ

の大会は「美し国三重市町対抗駅伝」の選手を選考する際の参考も兼ねており、当日は、

106 名の参加があった。 

 

（５）美し国三重市町対抗駅伝・・・・・・・・・・・・971,062 円 

平成 26 年 2 月 16 日（日）開催の第 7 回美し国三重市町対抗駅伝（県庁から県営陸上競

技場：42.195ｋｍ）において、小学生男子・女子、中学生男子・女子、40 歳以上男子、ジ

ュニア男子・女子、一般女子、20 歳以上男子・女子の 10 区間で競技が行われ、監督・コ

ーチ含め 21 名の参加であった。昨年度と同様、総合、各市町の部で最下位であったが、

タイムを昨年より 1 分 44 秒短縮することができた。 

総合記録：2 時間 48 分 01 秒 

【点検及び評価】 

スポーツ推進委員を中心に、年齢を問わず、スポーツを楽しみながら健康管理等ができ

ることを目的に実施した。特に、市町対抗駅伝は 29 市町中、最下位に終わったが、タイ

ムも昨年より短縮でき、一人ひとり自分なりに一生懸命にタスキをつなぐことができた。

今後は、年齢層にあったスポーツ教室等を展開し、スポーツの推進を図りたいと考えてい

る。 

評 価 

達成度 有効性 

B ◎ 

 

（６）JFA こころのプロジェクト「夢の教室」・・・・・400,000 円 

現役の J リーグ選手やなでしこリーグ選手、その OB/OG などのサッカー関係者、及び

他種目の現役選手等が「夢先生」として、自らの体験をもとに「夢を持つことの大切さ」
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「仲間と協力することの大切さ」などを講義と実技を通して子どもたちに伝える事業であ

る。事業については、公益財団法人・日本サッカー協会に委託し、小学 5 年生を対象に実

施した。 

10 月 10 日（木）大紀・錦小…亀山勉（夢先生）、法師人美佳（ｱｼｽﾀﾝﾄ） 

10 月 11 日（金）七保・大宮小…廣長優志（夢先生）、法師人美佳（ｱｼｽﾀﾝﾄ） 

【点検及び評価】 

1 日目は元阪神タイガースの亀山勉さん、2 日目は現東京ヴェルディやガンバ大阪で活

躍した廣長優志さんを夢先生に迎え、みんなで一緒にゲームをして協力することの大切さ

を学んだ。最後に、子どもたち一人ひとりが自分の夢とそれを実現させるために必要なこ

とをクラスメイトに発表した。今後も、子どもたちに夢を与える事業として継続して実施

していきたい。 

評 価 

達成度 有効性 

A ◎ 

 

（７）体育協会活動事業・・・・・・・・・・・・・・1,105,000 円 

 各種スポーツの健全な普及並びに発展を図るとともに、町民相互の親睦を深め、健康で

明るい町づくりに寄与するための活動経費である。活動については、会員の体力、技術の

向上とスポーツ精神の高揚を図っている。 

平成 25 年度の組織団体名 

団体名 会員数 

剣道協会 15 名 

卓球協会 41 名 

テニス協会 23 名 

ビーチバレーボール協会 24 名 

ソフトバレーボール協会 15 名 

バレーボール協会 34 名 

バトミントン協会 10 名 

水泳協会 11 名 

 

（８）スポーツ尐年団活動事業・・・・・・・・・・・2,500,000 円 

 スポーツ及び団体活動を通じて、青尐年の心身の健全な育成及び体力の増強を図り、健

康かつ社会に役立つ人格を形成するための活動経費である。普及並びに発展を図るととも

に、町民相互の親睦を深め、健康で明るい町づくりに寄与するための活動経費である。 

平成 25 年度の組織団体名 

団体名 チーム名 会員数 

ソフトボール部 七保ファイターズ 5 名 
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大紀ソフトボールクラブ 17 名 

剣道部 

大宮剣道 17 名 

大紀剣道 16 名 

錦剣道 7 名 

バスケットボール部 大紀バスケットボールクラブ 21 名 

卓球部 
大紀卓球クラブ 10 名 

七保卓球クラブ 5 名 

バレーボール部 大紀バレーボール 19 名 

サッカー部 
JFC 奥伊勢 55 名 

FC 奥伊勢ユース 20 名 

柔道部 大紀柔道 16 名 

水泳部 大紀 SC 39 名 

野球部 奥伊勢ボーイズ 14 名 

【点検及び評価】 

 体育協会については、会員自ら自主運営を行い、技術の向上、他市町との交流・大会の

開催など様々な活動を行っている。町スポーツの活性化のためにより多くの指導できるリ

ーダーが誕生することを願っている。スポーツ尐年団については、各尐年団の円滑な自主

運営とともに、各市町等の大会においても交流を行っている。将来的には、生涯スポーツ、

体育協会、スポーツ尐年団を包括した地域総合型スポーツクラブの確立のため連携を深め

て行きたいと考えている。 

評 価 

達成度 有効性 

Ｂ ◎ 

 

（９）その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・450,314 円 

体育関係諸団体等への支出をした。 

 

 

 

保健衛生費 ・・・・・・・・・・・・・・ ５，４６５，７４１円 

（１）校医等報酬経費・・・・・・・・・・・・・・ 3,007,600 円 

内科医（5 人）、歯科医（3 人）、眼科医（1 人）、薬剤師（3 人）、健康管理医（1 人）に

対する報酬。 

 

（２）保健衛生一般経費・・・・・・・・・・・・・・・905,281 円 

 各学校の環境衛生検査（飲料水、空気、食品等）の経費 
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健康診断表等消耗品・・・・・・・100,255 円 

    調理員等検便検査料・・・・・・・495,200 円 

    プールトリハロメタン検査料・・・ 94,500 円 

    保健器具点検検査料・・・・・・・102,195 円 

    食品検査料・・・・・・・・・・・ 87,675 円 

    人間ドッグ指導区分料・・・・・・ 25,456 円 

 

（３）児童生徒等健康診断関係経費・・・・・・・・・1,512,860 円 

児童生徒健康診断料・・・・・・・・・・974,790 円 

    尿（全員）、ぎょう虫（小 1～3） 

    心臓健診（小 1・4,中 1）、耳鼻科健診（全員）、心電図健診（中 2・3） 

    教職員健康診断料・・・・・・・・・・・338,070 円 

    スクールバス運転手健康診断料（脳）・・ 200,000 円 

【点検及び評価】 

 保健衛生事業については、学校保健安全法や学校給食衛生管理基準に基づいた内容であ

る。子どもたちの学校生活における健康管理には、充分な体制で見守っていくことが必要

で、子どもたち一人ひとりが自分の健康状態に関心を持ち、健康の保持増進に努めていく

ようにしていきたい。 

評 価 

達成度 有効性 

Ａ ◎ 

 

（４）その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40,000 円 

伊勢度会医師会への負担金を支出した。 


